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第 2 章 第 一 次 世 界 大 戦 と 日 本 の 植 民 地 の 変 容
(1) 1910 年 代 の 植 民 地 に お け る 新 階 窟 形 成 と 独 立 運 動
一 一 朝 鮮 の 三 ・ 一 独 立 運 動 を 事 例 と し て
こ こ で は 、 1910 年 代 の 帝 国 日 本 に お け る 植 民 地 の 独 立 運 動 と 、 第 一 次 世 界 大 戦 に よ る 新
階 層 形 成 に つ い て 、 朝 鮮 の 三 ・ ー 独 立 運 動 に 着 目 す る こ と に よ っ て 検 討 し て い き た い 。
三 ・ ー 独 立 運 動 は 1919 年 3 月 1 日 か ら 起 こ っ た 臼 本 の J植 民 地 支 配 に 対 す る 独 立 運 動 で あ
る 。 当 時 こ の よ う な 大 き な 独 立 運 動 が 起 こ っ た 一 番 の 要 因 は 、 日 本 の 武 断 統 治 に よ る 過 酷
な 支 配 で あ っ た 。 そ し て 、 武 断 統 治 に よ る 抑 圧 的 支 配 か ら の 解 放 を 願 う 朝 鮮 の 独 立 運 動 家
た ち に 大 き な 期 待 を 呼 び 起 こ す こ と に な っ た の が 、 ア メ リ カ の ウ ィ ル ソ ン 大 統 領 が 第 一 次
世 界 大 戦 の 戦 後 構 想 、 と し て 発 表 し た 平 和 原 則 で あ る 民 族 自 決 主 義 で 、 あ っ た 。 民 族 自 決 主 義
に 影 響 を 受 け 、 独 立 運 動 の 中 心 的 な 役 割 を 果 た し た の が 、 第 一 に キ リ ス ト 教 や 天 道 教 な ど
の 宗 教 団 体 で あ り 、 第 二 に 朝 鮮 内 外 に お け る 知 識 人 で 、 あ っ た の だ が 、 彼 ら に よ り 独 立 宣 言
警 が 準 備 さ れ 、 1919 年 3 月 l 自 に ソ ウ ノ レ の パ ゴ 、 ダ 公 菌 で 、 独 立 宣 言 が 行 わ れ た 。 学 生 や 一 般
民 衆 に よ り 、 「 大 韓 独 立 万 歳 j が 高 唱 さ れ 、 大 極 旗 を 先 頭 に 万 歳 示 威 運 動 が 展 開 さ れ る と 、
そ の 運 動 は 都 市 部 か ら 地 方 農 村 ま で 全 国 的 に 広 ま る こ と と な っ た 1 8 0
こ の よ う な 三 ・ 一 運 動 に 先 立 っ て 、 重 要 な 運 動 を 展 開 し た の は 、 東 京 に い た 朝 鮮 人 留 学
生 た ち で 、 あ っ た 1 9 0 彼 ら は 、 1918 年 12 月 末 頃 よ り 独 立 運 動 の 準 備 を し 、 2 月 8 日 に 決 行 し
た 。 独 立 宣 言 書 と 民 族 大 会 召 集 請 願 書 を 各 国 大 使 ・ 公 使 館 、 日 本 政 府 、 大 臣 、 悶 会 議 員 な
ど に 郵 送 す る 一 方 で 、 集 会 を 開 き 、 独 立 宣 雷 書 と 決 議 文 を 採 択 し た の で あ っ た 。
ま た 、 朝 鮮 半 島 に お い て 、 運 動 が 全 国 的 に 広 ま っ た の は 、 都 市 部 で は 知 識 人 や 学 生 の 先
導 的 な 役 割 が 大 き く 、 彼 ら は 宣 雷 書 を 初 め と す る 各 種 印 尉 物 や 大 極 旗 な ど を 作 成 し 、 『 朝 鮮
独 立 新 開 』 『 独 立 新 開 J 『 盟 民 新 開 』 な ど の 新 関 や ピ ラ を 数 多 く 配 布 し 、 民 衆 を 動 員 し て い
っ た 。 こ れ ら の 運 動 に よ っ て 運 動 は 都 市 部 か ら 農 村 地 域 に も 広 が り を み せ て い っ た の で あ
っ た 2 0 0
三 ・ 一 運 動 が 起 き る と 、 上 海 や ア メ ヲ カ と い っ た 圏 外 で も 独 立 運 動 が 加 速 し た 。 特 に 上
海 に は 続 々 と 民 族 運 動 家 が 集 結 し 、 4 月 に 臨 時 議 政 院 を 組 織 し て 大 韓 民 冨 臨 時 議 章 を 公 布 し 、
選 挙 を 通 じ て 国 務 院 が 組 織 さ れ た 。 同 じ 頃 、 シ ベ リ ア と 京 城 で も 臨 時 政 府 が 樹 立 さ れ た が 、
上 海 で 成 立 し た 大 韓 民 国 臨 時 政 府 が 統 一 政 府 と し て 成 立 し た 。
18 各 地 で の 示 威 運 動 は 、 少 な く て 数 十 名 、 多 い と き に は ニ 万 人 に も 及 ん だ が 、 数 否 名 か ら 数 千 名 規 模 の も
の が 一 般 的 で あ っ た 。 こ う し た 事 態 に 対 し て 総 督 府 は 鑑 兵 隊 や 軍 縁 な ど に よ っ て 弾 庄 を 行 い 、 そ の 結 果 大
き な 犠 牲 者 が 出 た （ 鵡 2 0 日、 43・ 4 6 頁）。
イ グ ア ン ス
19 早 稲 田 大 学 の 学 生 で あ る 李 光 派 な ど が 実 行 委 員 に 選 ば れ 、 独 立 宣 言 警 が 執 筆 さ れ た （ 向 、 35” 36 貰）。
2 0 農 村 地 域 で も 学 生 や 知 識 人 が 果 た し た 役 割 は 小 さ く な い が 、 一 般 に は 農 民 が 主 役 で あ っ た 。 全 国 で 逮 捕
さ れ た も の の う ち 、 5 5 . 6 % は 農 民 で あ る （ 向 、 42 頁）。
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は 注 意 す べ き 論 点 で は な い だ ろ う か 。
お わ り に
最 後 に 、 1910 ～ 2 0 年 代 の 帝 国 日 本 と 植 畏 地 の 動 き の 歴 史 的 意 義 に つ い て 考 え る た め に 、
1930 年 代 以 降 の 日 本 と そ の 植 民 地 の 変 化 を 、 朝 鮮 と 瀧 棋 を 例 に し て 概 観 す る 。 1930 年 代 は
世 界 恐 慌 を き っ か け に 、 日 本 に と っ て も 転 居 点 と な っ た 。 国 益 追 求 と そ の た め の 軍 事 的 拡
張 が 基 調 と さ れ 、 満 洲 事 変 以 i噂 「 準 戦 時 体 制 j へ 移 行 し 、 慮 溝 橋 事 件 を 契 機 に 一 挙 に 「 戦
時 動 員 持 制 j へ と 突 き 進 む こ と に な る の で あ る 。
1930 年 代 の 朝 鮮 36 で は 、 軍 需 工 業 の 必 要 性 か ら 重 工 業 に 比 重 が 置 か れ た 。 ま た 、 教 育 制 度
の 改 変 、 創 氏 改 名 、 思 想 、 統 制 な ど と い っ た 皇 民 化 政 策 が 推 し 進 め ら れ 、 物 資 だ け で な く 、
人 的 動 員 が 開 始 さ れ る こ と に な っ た 。 労 働 面 で は 後 の 「 強 棋 連 行 J に も つ な が る 戦 時 労 働
動 員 や 、 兵 力 と し て の 徴 兵 が 行 わ れ る よ う に な る 。 1930 年 代 の 満 洲 3 7 も 満 洲 ・ 中 国 の 資 源 （ 既
存 の 植 民 地 で は 自 給 自 足 出 来 な い 石 炭 ・ 石 油 ・ 鉄 な ど ） を 確 保 し 、 総 力 戦 体 制 を 構 築 す る
と い う 目 的 の た め 、 鉱 工 業 ・ 鉄 鋼 ・ 石 油 ・ 在 炭 ・ 軽 金 属 工 業 の 飛 曜 的 拡 大 が 企 図 さ れ た 。
以 上 を 踏 ま え 、 本 稿 の ま と め と 展 望 を 述 べ た い 。 ま ず 、 第 一 次 世 界 大 戦 と 植 民 地 の 関 係
に つ い て で あ る 。 英 ・ 仏 と そ の ア ジ ア に お け る 植 民 地 で は 、 民 族 自 決 主 義 の 影 響 と 階 層 分
化 、 す な わ ち 民 族 資 本 家 ・ 中 間 層 ・ 労 働 者 の 形 成 ・ 拡 大 が あ わ さ り 、 民 族 運 動 や 独 立 運 動
の 基 盤 と な っ た 。 さ ら に 、 第 一 次 世 界 大 戦 で 国 内 ・ 植 民 地 か ら 物 資 ・ 人 員 を 動 員 し 、 総 力
戦 体 制 が 構 築 さ れ た こ と も 相 ま っ て 、 一 部 の 植 民 地 で は 、 政 策 方 針 が 「 自 治 j の 承 認 な ど
融 和 的 な 方 向 に 転 換 し て ゆ く こ と に な る 。
一 方 、 帝 国 日 本 と そ の 植 民 地 に お い て は 、 例 え ば 朝 鮮 で は 、 1910 年 代 の 動 き と し て 、 民
族 自 決 主 義 の 影 響 と 、 大 戦 最 気 に よ る 民 族 資 本 の 拡 大 に よ り 、 三 ・ 一 独 立 運 動 が 起 こ っ た 。
こ れ は 、 英 ・ 仏 の ア ジ ア 撞 民 地 に お け る 動 き と 類 似 し た 流 れ と し て 理 解 す る こ と も で き る 。
ま た 、 日 本 の 第 一 次 世 界 大 戦 へ の 参 戦 度 合 い は 希 薄 で 、 は あ っ た の だ が 、 そ れ で も 日 本 は か
な り 早 い 段 措 か ら 、 新 し い 戦 争 の 形 成 を 認 識 し 、 「 次 の 一 戦 j に 備 え た 総 力 戦 体 制 構 築 へ と
向 か う こ と に な る 。 そ し て そ の 中 で 、 1920 年 代 iこ は 植 民 地 は 安 定 的 な 資 源 供 給 地 と み な さ
れ 、 開 発 が 推 進 さ れ た 。 こ う し た 一 連 の 動 き が 桔 侯 っ て 、 1910 年 代 か ら 2 0 年 代 に は 、 朝 鮮
な ど で は 融 和 的 な 統 治 方 針 が 転 換 し て ゆ く 現 象 、 い わ ゆ る 「 武 断 j か ら 「 文 治 J が お こ っ
て い っ た わ け で あ る 。
以 上 か ら 、 1910 ～ 2 0 年 代 の 朝 鮮 の 植 民 地 政 策 で は 、 1930 年 代 へ と つ な が る 工 業 化 、 物 資
の 動 員 が み ら れ 、 ま た 満 掛 ｜ で は 1930 年 代 に 資 源 力 不 足 を 補 う 政 策 が と ら れ 、 1910 ～ 2 0 年 代
か ら 呂 指 し た 、 総 力 戦 体 制 の よ り 本 格 的 な 構 築 を 目 指 す 動 き へ と つ な が っ て い く こ と が 分
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大 戦 の 結 果 、 国 民 多 数 の 合 意 に 基 づ く 政 治 が 主 涜 と な り 、 国 家 が 強 し 、 力 で 経 済 に 介 入 し 、
社 会 政 策 を 指 導 す る 傾 向 が 強 く な っ た o J  (335 頁）
③ 「 第 一 次 世 界 大 戦 に よ る 列 強 資 本 主 義 勢 力 の 後 退 は 、 東 ア ジ ア に 空 前 の 好 景 気 を も た ら
し た 。 大 戦 で の 帝 国 国 家 の 敗 北 、 戦 後 処 理 に あ た っ て の 民 族 自 決 涼 則 の 提 唱 、 ロ シ ア 革 命
の 成 功 な ど は 、 知 識 人 や 労 働 者 に 大 き な 影 響 を 与 え 、 東 ア ジ ア 各 地 で は 社 会 運 動 ・ 民 族 運
動 が 活 発 化 し た 。 J (346 頁）
( C ） 『 市 民 の た め の 世 界 史 』 （ 大 阪 大 学 出 版 会 ） r第 10 章 容 国 主 義 と ア ジ ア の ナ シ ョ ナ リ
ズ ム j
① 「 戦 争 は 当 初 の 予 想 、 に 反 し て 長 期 化 し て い っ た 。 各 国 で は 、 労 働 組 合 や 社 会 主 義 政 党 も
戦 争 協 力 に 転 じ 、 全 国 民 が 軍 需 物 資 の 生 産 に 動 員 さ れ る 戦 時 体 制 が と ら れ た 。 植 民 地 の 住
民 も 兵 士 や 労 働 者 と し て 動 員 さ れ 、 第 一 次 世 界 大 戦 は 、 層 民 の あ ら ゆ る 力 と 技 術 を 投 入 す
る 総 力 戦 と な っ た 。 ま た 、 出 征 し た 成 年 男 子 に か わ り 女 性 が 工 場 な ど で 儲 く よ う に な り 、
こ の 女 性 の 社 会 進 出 に 伴 っ て 、 女 性 参 政 権 を 求 め る 声 が 強 く な っ た 。 J (203 頁）
② 11918 年 1 月 に 、 ア メ リ カ の ウ ィ ル ソ ン 大 統 領 は 14 か 条 の 平 和 原 射 を 発 表 し 、 ロ シ ア の
ソ ヴ ィ エ ト 政 権 に 対 抗 し て 、 秘 密 外 交 の 廃 止 、 軍 縮 縮 小 、 民 族 自 決 な ど 改 め て 戦 争 目 的 と
戦 後 構 想 を 示 し た 。 第 一 次 世 界 大 戦 は 、 19 世 紀 か ら 続 い て き た ヨ ー ロ ッ パ 列 強 中 心 の 国 捺
秩 序 を 大 き く 変 容 さ せ た 。 ロ シ ア 、 オ ー ス ト リ ア ニ ハ ン ガ リ ー 、 ド イ ツ 、 オ ス マ ン の 掴
つ の 帝 国 が 崩 壊 し 、 「 帝 冨 の 時 代 j は 終 駕 を 迎 え た 。 代 わ っ て 、 世 界 最 初 の 社 会 主 義 革 命 に
よ り ソ ヴ ィ エ ト 政 権 が 樹 立 さ れ 、 同 時 に ア メ リ カ 合 衆 国 が 大 国 と し て 国 際 政 治 の 舞 台 に 登
場 し た 。 こ の よ う に 多 く の 限 界 を も っ て は い た が 、 ヴ ェ ル サ イ ユ 体 制 の 成 立 は 、 帝 国 主 義
世 界 体 制 の 再 編 を 促 し 、 ア ジ ア 諸 地 域 に お い て ナ シ ョ ナ リ ズ ム の 勃 興 を 加 速 し た 点 で 、 大
き な 歴 史 的 意 義 が 認 め ら れ る の J (205 頁）
③ 11930 年 代 か ら 総 動 員 体 制 を 築 き つ つ あ っ た 日 本 で 、 3 8 年 に 全 国 民 が 加 入 で き る 国 民 健
歳 保 険 制 度 が 発 足 し た よ う に 、 国 民 に 一 定 の 権 利 を 保 障 す る こ と と 抱 き 合 わ せ で な け れ ば 、
戦 争 の 遂 行 は 不 可 能 だ っ た 。 J (206 頁）
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